
近 代 詩 文 書 最 優 秀 作 品 （１月１５日締切分）

藤田壽樹先生選評

冨　

永　

晃　

子　
　
　

推
選

思
い
切
り
の
良
い
無
尽
に
暢
び

た
運
筆
で
紙
面
の
広
が
り
を
見

せ
る
。
し
か
も
纏
ま
り
も
良
い
。

線
も
多
彩
を
極
め
て
輝
い
て
お

り
、
形
体
も
端
正
。
完
成
度
が

高
く
第
一
席
に
相
応
し
い
。

板　

坂　

聡　

苑　
　
　

推
選

文
字
を
や
や
小
ぶ
り
に
し
な
が

ら
も
、
筆
の
引
き
上
げ
が
雄
大

で
空
間
へ
の
響
き
や
余
白
の
美

し
さ
が
際
立
つ
。
シ
ン
プ
ル
で

爽
快
な
リ
ズ
ム
が
心
地
良
く
、

俗
気
が
な
い
の
も
魅
力
。

山　

口　

美　

洲　
　

　
推
選

参
考
作
品
を
基
と
し
な
が
ら
も

創
作
性
を
加
味
、
表
情
豊
か
に

一
気
果
敢
に
表
現
。「
す
」の
横

画
な
ど
意
外
性
に
心
が
躍
る
。

潤
渇
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
文
字

の
大
小
の
変
化
も
見
事
。

加　

藤　

惶　

鳳　
　
　

推
選

多
彩
な
線
状
、
変
化
や
懐
の
広

い
形
体
等
作
品
制
作
の
妙
を
心

得
た
達
者
な
筆
致
で
力
量
の
高

さ
を
示
し
て
素
晴
ら
し
い
。
一

貫
性
の
あ
る
多
様
な
リ
ズ
ム
は

作
品
に
深
味
を
持
た
せ
美
し
い
。
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伊藤漠仙先生選評

藤　

田　

眞
理
子　
　
　

推
選

運
腕
大
き
く
、
伸
び
や
か
さ
と

柔
ら
か
さ
を
兼
ね
備
え
た
筆
致

が
見
事
で
す
。
線
質
の
強
い

「
耳
、
者
、
乃
」と「
聾
、
是
」の

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
線
の
対
比
が
、

メ
リ
ハ
リ
あ
る
作
に
仕
上
げ
ま

し
た
。

高　

志　

知　

子　
　
　

推
選

金
子
鷗
亭
先
生
の
参
考
作
品
を

良
く
観
察
し
て
、
丁
寧
で
落
ち

着
き
の
あ
る
作
品
。
潤
渇
の
変

化
も
自
然
で
線
の
深
さ
も
あ
り
、

章
法
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。
落

款
も
良
。

鈴　

木　

暉　

月　
　
　

推
選

「
天
」
か
ら
「
要
」に
至
る
ま
で

運
筆
の
一
貫
性
が
あ
り
、
墨
色

も
良
く
白
と
黒
の
調
和
に
気
品

が
あ
り
ま
す
。
粘
り
の
あ
る
線

質
と
、
気
持
ち
の
繋
が
り
が
抜

群
で
す
。

深　

澤　

順　

子　
　
　

推
選

腕
を
大
き
く
使
っ
て
い
て
、
リ

ズ
ム
良
く
筆
の
開
閉
が
上
手
で

白
が
美
し
い
。
一
字
の
中
で
肥

痩
の
変
化
が
巧
み
で
、
文
字
の

大
小
、
配
置
が
申
し
分
あ
り
ま

せ
ん
。

漢 字 条 幅 最 優 秀 作 品 （１月１５日締切分）
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か な 条 幅 ・ か な 半 紙 最 優 秀 作 品 （１月１５日締切分）

白幡陽子先生選評

伊
藤
韶
華　
　

師
範

ゆ
っ
た
り
と
書
き
進

む
緩
急
の
流
麗
美
。

小
粒
な
文
字
で
畳
み

込
ん
だ
疎
密
の
変
化
。

表
現
巧
み
な
魅
力
作
。

更
に
帖
の
深
い
習
熟

で
知
り
得
た
作
も
期

待
し
ま
す
。

仲
山
栄
子　
　

師
範

線
質
味
わ
い
深
く｢

和

泉
式
部
集｣

の
趣
色
濃

く
漂
う
作
。
殊
に
後

半
の
疎
密
、
字
粒
の

大
小
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
筆
の
運
び
か
ら
帖

間
の
息
遣
い
を
感
じ

た
書
写
姿
勢
が
窺
え

ま
す
。

渡
邉
裕
子　
　

準
師

紡
ぎ
出
す
線
条
は
し

な
や
か
に
流
れ
、
大

ら
か
な
運
筆
と
要
所

を
締
め
た
強
い
筆
先

が
一
際
輝
く
墨
色
の

美
し
さ
。
古
筆
に
臨

む
意
欲
が
伝
わ
っ
て

く
る
快
作
。

平
川
明
美　
　

七
段

字
粒
や
や
大
き
目
で

す
が
、
古
筆
の
特
色

を
捉
え
た
筆
法
、
形

体
、
呼
吸
好
感
で
す
。

筆
を
新
し
く
し
て
み

て
下
さ
い
。
弾
力
あ

る
厳
し
い
筆
線
と
な

り
一
層
の
快
作
に
。

東
谷
美
子　
　

準
六

優
し
い
線
質
、
穏
や

か
な
リ
ズ
ム
。
古
筆

の
特
色
を
真
摯
に
書

写
し
た
好
感
作
。
筆

圧
を
も
う
少
し
加
え

る
と
線
に
厚
み
が
増

し
連
綿
線
が
よ
り
豊

か
に
輝
く
作
に
。

冨
田
翠
心　

　
四
段

呼
吸
深
い
筆
の
運
び

か
ら
生
じ
た
美
し
い

墨
の
移
ろ
い
巧
み
で

す
。
慎
重
の
あ
ま
り

字
粒
が
揃
い
す
ぎ
ま

し
た
。
練
度
を
重
ね
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
息
吹

あ
る
作
を
期
待
。

露﨑桂子先生選評

山　

本　

弘　

美　
　
　

推
選

墨
色
美
し
く
、
迷
い
の
な
い
運

筆
は
淀
み
な
く
流
れ
、
難
し
い

ち
ら
し
を
う
ま
く
纏
め
て
い
ま

す
。
渇
筆
部
分
が
や
や
重
く
、

も
う
少
し
筆
の
開
閉
が
あ
る
と

更
に
趣
深
い
作
に
な
り
ま
す
。

久　

世　

晃　

子　
　
　

推
選

字
数
の
多
い
歌
を
二
段
に
す
っ

き
り
と
纏
め
ま
し
た
。
大
ら
か

な
運
筆
に
温
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

潤
渇
の
変
化
も
自
然
で
良
い
の

で
す
が
、
渇
筆
部
分
の
線
条
に

さ
ら
に
変
化
が
あ
る
と
佳
。
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漢 字 半 紙 最 優 秀 作 品 （１月１５日締切分）

武良霜伯先生選評

神
戸
煌
峰　
　

師
範

紙
面
に
食
い
込
む
よ

う
な
強
弱
を
使
い
分

け
、
中
鋒
筆
で
し
ょ

う
か
落
款
ま
で
伸
び

伸
び
と
書
き
進
め
好

感
を
抱
き
ま
す
。
原

帖
の
様
な
自
由
な
懐

の
広
さ
も
入
れ
た
い
。

平
岡
幽
琴　

　
師
範

二
文
字
の
バ
ラ
ン
ス

の
良
さ
、
懐
の
広
い

結
構
の
組
み
立
て
が

絶
妙
で
隙
が
な
く
、

境
地
の
高
さ
を
感
じ

ま
す
。
章
法
も
素
晴

ら
し
く
自
信
に
満
ち

た
快
作
で
す
。

三
井
島
茜
舟　

七
段

参
考
作
品
を
忠
実
に

捉
え
よ
う
と
さ
れ
、

貴
方
の
良
さ
の
骨
格

の
確
か
な
味
わ
い
深

い
線
質
を
充
分
に
表

現
し
て
い
ま
す
。
後

は
直
側
筆
の
使
い
分

け
方
と
思
い
ま
す
。

大
場
洋
子　
　

師
範

碑
の
捉
え
方
が
正
確

で
、
ゆ
っ
く
り
と
遅

速
の
変
化
を
あ
ま
り

取
ら
な
い
で
楽
に
書

い
て
い
る
と
こ
ろ
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

左
払
い
や
落
款
も
伸

び
や
か
で
す
。

谷
澤
翠
慧　
　

五
段

力
感
の
あ
る
強
い
線

で
大
字
を
書
き
切
っ

て
観
る
者
に
迫
っ
て

来
ま
す
。
潤
渇
、
強

弱
も
素
晴
ら
し
く
安

定
感
が
あ
る
。
小
書

き
を
入
れ
る
場
所
を

一
考
さ
れ
た
し
。

澤
田
彩
花　
　

八
段

線
に
深
み
と
ス
ピ
ー

ド
が
あ
り
、
潤
渇
も

見
せ
な
が
ら
運
筆
の

動
き
良
く
、
作
品
が

冴
え
て
い
ま
す
。
最

後
に
印
を
押
し
て
作

品
を
更
に
引
き
立
て

た
い
で
す
。

岸
本
香
珠　
　

準
四

筆
遣
い
や
動
き
が
大

き
く
大
胆
で
、
気
持

ち
の
柔
ら
か
さ
が
見

ら
れ
ま
す
。
章
法
的

に
は
、
落
款
も
含
め

全
体
を
少
し
右
に
寄

せ
る
と
小
書
き
に
余

裕
が
出
る
か
と
。

森
本
裕
美　
　

準
六

心
を
沈
め
て
し
っ
と

り
と
明
る
く
味
わ
い

あ
る
作
品
で
、
真
剣

に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
姿
勢
が
伝
わ
り
、

好
感
が
持
て
ま
す
。

落
款
は
も
う
少
し
大

き
く
太
細
が
欲
し
い
。

豊
川
美
代
子
　
三
段

墨
量
の
変
化
と
強
く

直
截
的
な
運
筆
で
良

く
纏
ま
っ
て
い
ま
す
。

小
書
き
の
滑
ら
か
な

円
み
の
有
る
動
き
は

流
石
で
す
。
大
字
に

も
こ
の
気
分
を
少
し

入
れ
た
い
。

柳　

朋
子　
　

準
五

澄
ん
だ
線
が
凛
と
し

て
響
き
合
い
、
明
る

く
美
し
く
感
じ
ま
す
。

落
ち
着
い
た
雰
囲
気

は
見
て
い
て
心
が
和

む
の
は
書
き
手
の
心

境
が
高
い
か
ら
だ
と

思
う
。

亀
井
伊
津
海　

初
段

奇
を
衒
う
こ
と
な
く

自
然
に
最
後
ま
で
書

き
切
っ
て
お
り
、
作

品
が
明
る
く
全
体
に

良
く
纏
ま
っ
て
い
ま

す
。
灌
頂
記
の
卒
意

の
筆
は
貴
殿
の
作
の

雰
囲
気
か
と
思
う
。

小
田
利
美　
　

三
段

一
点
一
画
気
力
の
充

実
し
た
会
心
の
作
だ

と
思
い
ま
す
。
紙
面

の
捉
え
方
、
布
置
も

決
ま
っ
て
お
り
、
落

款
ま
で
良
く
気
持
ち

が
行
き
届
い
た
快
作

で
す
。
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